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はじめに

人は生まれた瞬間から生涯にわたり，性と向き合って生
きていかなければならない。人間の性は，その人のパーソ
ナリティーの中心的な部分に組み込まれている基本的な
条件であるため，その人が男性か，女性か，また，それに
対する認識は，人生観や思考，行動，友人の選択，服装，態
度など様々なものに違いが生じる。つまり，人間の生涯を
通じての生き方そのものまで左右される。しかも，「人間
の性」に関する条件付けは，幼児から成人に至る成長の過
程で，家庭や学校，社会における様々な人間関係によって
もたらされるものである。この事より，性は人格の形成や
人生設計にまで影響を及ぼすため，生まれた時から性教育
がはじまり，発達段階に応じて行っていく必要がある。

学校における性教育は，児童生徒の人格と豊かな人間形
成を究極の目的とし，生命尊重，人間尊重，男女平等の精
神に基づく正しい異性観をもつことによって，自ら考え，
判断し，意思決定する能力を身に付け，望ましい行動をと
れることを目的としている１）。さらに，新学習指導要領で
は，子どもの発達の段階を踏まえ，心身の発育・発達と健
康，性感染症の予防などに関する知識を確実に身に付ける
こと，生命の尊重や自己および他者の個性を尊重するとと
もに，相手を思いやり，望ましい人間関係を構築すること
などを重視し，相互に関連づけて指導することが盛り込ま
れた２）。このような性教育の取り組みの中，大学生は，性

教育を受けたという実感がなく，何を学んだのかもはっき
りしていない状況があるものと思われる。また，大学生を
対象として，過去にどのような性教育を受け，記憶に残っ
ている内容がどのようなものなのかを明らかにしている
研究は少ない。我々は，2016年に看護大学生65名を対象に
記憶に残る性教育について調査を行ったが，対象者数が少
なく信用性，妥当性が十分ではないと考え，今回，対象者
数を増やして調査を行った。本研究の目的は，大学生が受
けてきた性教育の現状を明らかにし，今後の性教育のあり
方の示唆を得ることとした。

Ⅰ．研究方法

１．研究デザイン
質的記述的研究

２．対象者
A大学健康科学部看護学科2016年度2年生，2017年度2年

生，計130名を対象とした。
３．調査期間

2016年，2017年の5月に実施した。
４．調査方法

母性看護学概論の講義時に，レポート課題として「看護
大学入学までに受けた記憶に残る性教育の内容」を記述す
ることを説明し，講義終了時に回収した。講義出席者全員
に提出を求め，レポート提出時は記名であったが，研究に
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本研究は，大学生が今までに受けてきた性教育の内容を明らかにし，今後の性教育のあり方の示唆を得るこ
とを目的とした。2016年と2017年5月にA大学看護学部2年生130名を対象に，研究の概要を文書と口頭で説明
し，研究協力の承諾を得た。「今までに受けた記憶に残る性教育の内容」について自由記述した内容を質的記
述的に分析した。性教育の内容は，《自分の誕生》《生命の誕生の仕組みと過程》《思春期における心と身体
の変化》《性の自己認識と性差》《性行動によって生じるリスク》《医師・助産師の講演》《妊婦・子育て体
験》の7つのカテゴリーが抽出された。大学生は，発達段階を踏まえた，心身の発育・発達と健康に関する知識
を身に付け，生命の尊重，性行動のあり方について学んでいた。今後は，科学的な性の知識を身に付け，関係
性の性，人権としての性，性への態度を考えることを通して，自らの意思決定と健康的な行動の必要性の理解
を深める教育が必要であることが示唆された。
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用いるために個人名を破棄した。
５．分析方法

大学生が自由記述した性教育の内容をコード化し，コー
ドの類似性に基づき，サブカテゴリーを構成し，カテゴリ
ー化を行った。分析過程において，助産学・看護学の研究
者と検討を行い，信用性・妥当性の確保に努めた。
６．倫理的配慮

研究の主旨，目的，方法，結果の公表についてと，研究
協力は自由意思であり内容が成績に影響しないこと，協力
しなくても不利益を被らないこと，同意後でも随時協力を
撤回できること，個人情報の保護に関することを口頭と文
章で説明し，同意書への署名を受けて同意を得た。なお，新
見公立大学倫理審査委員会で審査・承認（134号）を得て実
施した。

Ⅱ．結果

１．対象者の属性
A大学看護学科2年生130名

２．過去に受けた記憶に残る性教育の内容
性教育の内容を分析し，抽出されたコードは250であり，

コードの類似している内容を12のサブカテゴリーに分類
した。さらに， 〔自分が産まれてきた時の事〕からなる【自
分の誕生】，〔生命の誕生の仕組みと過程〕〔生命のはじ
まり〕からなる【生命の誕生の仕組みと過程】，〔初潮教
育〕〔男女の生殖器の構造の違い〕からなる【思春期にお
ける心と身体の変化】，〔ジェンダーと性同一性障害〕〔男
女における性差〕からなる【性の自己認識と性差】，〔性
感染症予防〕〔性行為〕〔避妊と人工妊娠中絶〕からなる【性
行動によって生じるリスク】，【医師・助産師の講演】，【妊
婦・子育て体験】の７つのカテゴリ−が抽出された（表
１）。以下，カテゴリ−を【】，サブカテゴリ−を〔〕，コ
ードを<>で示す。
１）自分の誕生

【自分の誕生】は〔自分が生まれてきた時の事〕の１つ
のサブカテゴリーで構成した。〔自分が生まれてきた時の
事〕では<自分の名前の由来><自分が生まれた時のエピソ
ードを親に聞く><自分の生い立ちについて><小学生にな
るまでの話を聞いてくる>等であった。
２）生命の誕生の仕組みと過程

【生命の誕生の仕組みと過程】は〔生命の誕生の仕組み
と過程〕と〔命のはじまり〕の2つのサブカテゴリーで構成
した。〔生命の誕生の仕組みと過程〕では<妊娠・出産に至
る仕組み><人間の誕生の仕組み><受精の仕組みから出産
までの過程><出産のときの映像を見た><命がどれだけ素
晴らしか>等であった。〔命のはじまり〕では<種の保存><
どのように受精し受精卵が胎児に成長していくか><胎児
の成長について>等であった。

３）思春期に向けての心と身体の変化
【思春期に向けての心と身体の変化】は〔初潮教育〕と

〔男女の生殖器の構造の違いを知る〕の2つのサブカテゴ
リーで構成した。〔初潮教育〕では<ナプキンの使い方や女
の子であるがための使命，母親になるための準備><女子
だけ教室に集まって月経についての話><生理が起こる仕
組み><修学旅行に行く前にナプキンの付け方を教わった
><中学の保健の授業で月経や精通について学ぶ>などで
あった。〔男女の生殖器の構造の違いを知る〕では<男性と
女性の身体の違い><お風呂での身体の洗い方やトイレで
の拭き方><女性生殖器・男性生殖器の形や機能><思春期
における男女の身体の違い><男女の身体機能の働きの違
い，命が誕生するまでの細胞の形成><第二次性徴におけ
る身体の変化><男女の気持ちの違い><男女の性の特徴>
等であった。
４）性の自己認識と性差

【性の自己認識と性差】は〔ジェンダーと性同一性障害〕
と〔男女における性差〕の2つのサブカテゴリーで構成し
た。〔ジェンダーと性同一性障害〕では<道徳の授業でジェ
ンダー等を習った><男女共同参画社会基本法について><
トランスジェンダーと性同一性障害の疑いについて><性
犯罪や性同一性障害について><性同一性障害や同性愛な
どがあり差別をうけやすい>等であった。〔男女における性
差〕では<男女差別について><女性差別の歴史>等であっ
た。
５）性行動によって生じるリスク

【性行動によって生じるリスク】は〔性感染症の予防〕と
〔性行為〕と〔避妊と人工妊娠中絶〕の3つのサブカテゴリ
ーで構成した。〔性感染症の予防〕では<セックスすること
で病気に感染する危険性があること><エイズなどについ
て><HIVなどの性感染症の予防などを聞いた><性病の恐
ろしさやどういった感染ルートで性病に感染するか>等で
あった。〔性行為〕では<性行為の時に気をつけること><
性行為の時のエチケット>等であった。〔避妊と人工妊娠中
絶〕では<中絶と命の大切さ><避妊は絶対ではない，望ま
ない妊娠の可能性をつくるな><望まない妊娠や中絶の恐
ろしさ><避妊方法>等であった。
６）医師・助産師の講演

【医師・助産師の講演】は〔医師・助産師の講演〕の１
つのサブカテゴリーであった。〔医師・助産師の講演〕で
は<産婦人科の医師の話を聞く><助産師による性教育講
演会><助産師による命のつなぎ方の講演>等であった。
７）妊婦・子育て体験

【妊婦・子育て体験】は〔妊婦・子育て体験〕の１つの
サブカテゴリーであった。〔妊婦・子育て体験〕では<赤ち
ゃんと交流して赤ちゃんの存在について学んだ><赤ちゃ
んと同じ体重の人形を抱く><妊婦を体験する>等であっ
た。
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大学生が受けてきた性教育の現状と課題

Ⅲ．考　察

大学生が過去に受けた記憶に残る性教育の内容は【自分
の誕生】【生命の誕生の仕組みと過程】【思春期における
心と身体の変化】【性の自己認識と性差】【性行動によっ
て生じるリスク】【医師・助産師の講演】【妊婦・子育て
体験】の７つのカテゴリ−が抽出された。これらの内容を
基に，大学生に必要な性教育に関する健康教育のあり方を
考察した。
1．大学生が過去に受けた性教育の現状

中央教育審議会の答申（2008年1月）では，学校教育にお
いて，何より子ども達の心身の調和的発達を重視する必要
があり，そのためには，心身の成長発達について正しく理
解することを不可欠としている。そして，性情報氾濫など
の社会環境の大きな変化，若年層のAIDSおよび性感染症
や人工妊娠中絶の問題から，特に子どもたちが性に関して
適切に行動できる必要性を指摘している３）。

そこで新学習指導要領では，子どもの発達段階を踏ま
え，心身の発育・発達と健康，性感染症の予防などに関す
る知識を確実に身につけること，生命の尊重や自己および
他者の個性を尊重するとともに，相手を思いやり，望まし
い人間関係を構築するなどを重視し，相互に関連づけて指

導することが盛り込まれた４）。
人は生まれた瞬間から生涯にわたり自分の性と向き合

っていかなければならない。人間の性は人格の形成や人生
の設計にまで影響を及ぼすものであるため，生まれた時か
ら性教育が始まり，発達段階に応じて行っていく必要があ
る。そして，性教育を最初に行うのは両親である。両親や
周りの家族との基本的信頼感を育み，愛着が形成されるこ
とによって，命の大切さを知り，人を愛することを学んで
いくことができる。大学生が過去に受けた性教育の内容の
【自分の誕生】では，<自分の名前の由来>や<自分が生ま
れた時のエピソードを親に聞く>など，〔自分が生まれてき
た時の事〕を両親から聞くことで，自分が両親に愛されて
いることを知り，自分の存在も肯定できる。また，【生命
の誕生の仕組みと過程】で，<人間の誕生の仕組み>や<命
の始まり>について学ぶことで，命の大切さを知り，自分や
自分以外の人の生命を尊重することができる。

現在は，二次性徴の始まりが早くなり，心の発達が未熟
な状態で二次性徴に対応しなければならず，身体は性的に
成熟していくのに，心は子どもの状態であることが多い。
【思春期に向けての心と身体の変化】の，<初潮教育>で
は，思春期を迎える前に，今後自分自身の心と身体にどの
ような変化が起こってくるのかを知っておくことで，その
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変化に対応できるような準備をする必要がある。特に，初
経発来前の月経に対する教育は，月経についての正しい知
識を得ることにより，突然生じる初経に対する精神的動揺
を少なくするためのものである。また，初経を迎えたこと
で「自分が望むならば母親になることができる」といった
自己実現の視点から教育することも重要であると考える。
これまで性教育は，月経教育から女性の性について学ぶイ
メージが強かったが，両性の共生関係を育てるうえで「男
性が性を学ぶ」大切さが指摘されている。特に，男性の性
の学習課題として性の相互性，コミュニケーションとして
の性という観点が重要であるといわれている５）。

【性の自己認識と性差】の，〔ジェンダーと性同一性障
害〕では，近年新たに注目されていることであり， 人間の
性（セクシュアリティ）を人権として認め，他者の性的人
権も自らと同じように尊重する姿勢を養うことが求めら
れると推察する。〔男女における性差〕では，<男女差別に
ついて><女性差別の歴史>について学んでいた。力により
他者を支配・服従させたり，相手との合意のない振る舞い
はしないこと，セクシュアルマイノリティに対する差別や
偏見を無くするような性と人権に関する性教育も必要に
なってくる。そして，人権に基づく価値観で，礼儀正しく
公平な人間関係を促進するような性別役割の発達を育て
ることも必要であると考える。また，これまで性被害に関
しては，性教育で取り上げられることはほとんどなかった
が，あらゆる教育の場で性被害が起きていることから，セ
クシュアルハラスメントについての理解を深めていくこ
とも必要であると考える。

学校における性教育として様々な取り組みがなされて
いるが，性感染症に対する若者の危機感や予防に関する知
識は依然として低く，性教育の効果が十分でない現状があ
る。今回の調査においても，【性行動によって生じるリス
ク】では〔性感染症の予防〕〔性行為〕〔避妊と人工妊娠
中絶〕について学んでいたが，十分であったかどうかは計
り知れない。しかし，性感染症予防に関しては，責任ある
決定ができるような教育が必要ではないかと考える。
【妊婦・子育て体験】では，子育ては単なる知識や技術の
有無ではない。堤は「男女ともに親性が関係してくる。人
は子どもを持った時点から親になるのではなく，実際に自
身の子どもを持つ以前から親になるための準備（親性準備
性）がなされる。この親性準備性の心理的な関連要因には，
父母との同一化，自己の性の受容，異性との親密性などが
あげられる」と述べている６）。児童虐待や，親になりきれ
ない親の増加の要因に，身体的生殖能力に，自我発達が追
いつかない状況で親になってしまうことがあげられる。
２．大学生に必要な性教育に関する健康教育のあり方と課題

性に関する健康教育としての具体的な内容について，桑
名は，『「科学的な性の知識」（自らの性の理解，性差・
異性の理解，妊娠・出産・不妊など），とともに，「関係

性としての性」（対等性，自己肯定感，安心感，コミュニ
ケーション力など），「人権としての性」（性差別，性暴
力，障害者の性，性の多様性など），さらに「性への態度」
（性の文化，性別役割の課題，社会・歴史との関連など）を
考えることを通して自らの意思決定（性の自己選択・自己
決定）と健康的な行動（性への接近，避妊，性感染症の予
防，性の自己管理など）の必要性への理解を深めることで
ある。』と示している７）。そのことをふまえて，本研究の
大学生が今までに受けてきた性教育の内容を見ると，「科
学的な性の知識」については，〔生命の誕生の仕組みと過
程〕〔生命のはじまり〕，〔男女の生殖器の構造の違い〕等
で学び，「関係性としての性」「人権としての性」「性へ
の態度」については，〔ジェンダーと性同一性障害〕〔男
女における性差〕〔性感染症予防〕〔性行為〕〔避妊と人
工妊娠中絶〕等で学んでいた。文部科学省の高等学校学習
指導要領解説では，性教育について『高校生が記憶してい
る内容は，「妊娠のしくみ」と「HIV/AIDS」は80％を超
えているものの，性行動や性交に伴う諸問題（妊娠，人工
妊娠中絶，性感染症など），性の社会的・心理的側面にか
かわる内容（男女平等問題，セクハラ・性暴力の問題，性
的マイノリティなど）については十分とはいえないともい
われている。』との報告がある８）。

性感染症については，できる限り詳しく学ばせ，健康に
生きていく上でとても大切な知識であり，責任ある決定が
求められることを伝えることが必要であると考える。ま
た，近年，十代の人工妊娠中絶が増加し，社会問題になっ
てきている現状の中で，学校の性教育への期待は大きい。
村瀬は「避妊も中絶も暴力も育児もいずれも<共生>のあ
り方を問う問題です。<共生のあり方を問う学習>は性の
学習全体にひろがる課題である」９）と述べている。現在の
子どもたちは，多くの人たちと人間関係を育んでいく経験
が乏しいため，自分の考えを伝えたり，相手の気持ちを考
えて行動することができず，自分以外の人と共に生きてい
くことが困難になっている。そこで，単なる二人の関係を
こえた人間関係の絆や情緒的な面の価値を高めるような
教育が必要であると考える。

また，大石は「平等な関係性がなければ性感染症も望ま
ない妊娠も防ぐことは難しい」こと，また，「男女がそれ
ぞれ独立した人格として意思決定をし，お互いがその意思
を尊重し合って関係性を築いていくことを筆者は性教育
の目標としている」10）と述べているように，性教育の中で
共生のあり方や平等な関係性を考える教育も必要ではな
いかと考える。

WHOは，「人々のセクシュアルヘルスを促進するために
は，包括的な性教育を広く提供することが重要であるとし
ている。包括的性教育とは，WHOの目標に示されているよ
うに知識を修得するだけでなく，態度や価値観，関係性の
あり方などを含め教育することである。」と示している11）。
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以上のことより，大学生に必要な性教育に関する健康教
育のあり方は，性に関する知識を習得するだけでなく，態
度や価値観，関係性のあり方などを含めて，望まない妊娠
や性感染症，HIV/AIDSの予防として個人の自己決定権，
男女平等，性の多様性を尊重した包括的な性教育が必要で
あると考える。

本研究は，1大学での調査である為一般化することはで
きないが，過去に受けた性教育の内容を基に，今後は，大
学生がどのような性教育を求めているのかを調査し，大学
生が求める性教育を検討し，健康教育として実施すること
を課題としたい。

Ⅳ．結論

大学生が過去に受けた記憶に残る性教育の内容は【自分
の誕生】【生命の誕生の仕組みと過程】【思春期における
心と身体の変化】【性の自己認識と性差】【性行動によっ
て生じるリスク】【医師・助産師の講演】【妊婦・子育て
体験】の７つのカテゴリ−が抽出され，発達段階を踏まえ
た，心身の発育・発達と健康に関する知識を身に付け，生
命の尊重，性行動のあり方について学んでいることが明ら
かになった。今後，大学生に必要な性教育に関する健康教
育のあり方は，性に関する知識を習得するだけでなく，態
度や価値観，関係性のあり方などを含めて，望まない妊娠
や性感染症，HIV/AIDSの予防として個人の自己決定権，
男女平等，性の多様性を尊重，健康的な行動の必要性の理
解を深めるなど，包括的な性教育が必要であることが示唆
された。
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The current status and issues regarding sex education that college students have received 
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Summary
[Purpose] To investigate sex education that college students have received, and obtain suggestions for how to provide sex education

in the future. [Methods] The study outline was explained in both oral and written forms to 130 second-year nursing students from a
college, and consent was obtained prior to the study. Their open text responses regarding “memorable sex education lessons they
received” were analyzed using a qualitative and descriptive approach. [Ethical considerations] This study was conducted with the
approval of the ethics committee of the research director’s institutions. [Results] As a result of analysis, the following 7 categories were
extracted: <My birth>, <mechanism and process of the birth of life>, <changes in mind and body during adolescence>, <self-perception
of sex and gender difference>, <risks arising from sexual practices>, <lecture by physicians and midwives>, and <pregnancy and child
raising simulation>. [Discussion] Sex education had provided the students with knowledge on mental / physical health and growth
based on the stages of development, and helped them learn respect for life and sexual activities. The results indicate the need to
promote scientific knowledge on sex, and to deepen understanding of the need to make their own decisions and pursue healthy
activities through examination of sex in relationships, sex as human rights, and attitude toward sex. 

Keywords: college student, sex education, health education


